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フランス国立図書館の発禁本コレクション
「地獄（L’Enfer）」を電子化

セクシュアリティとジェンダーに関する歴史資料を電子
化して提供するデータベースシリーズArchives of Sexuality 
and Gender の第 5集は、フランス国立図書館（Bibliothèque 
nationale de France）が所蔵する発禁本コレクション「地獄
（L’Enfer）」を電子化します。1830年代に公序良俗に反する
とみなされた書籍を隔離することを目的として開設された
「地獄コレクション」は同じ頃、大英図書館で開設された「プ
ライベート・ケース（Private Case）」と並ぶ欧米二大発禁本
コレクションの一つです。「プライベート・ケース」を電子
化したArchives of Sexuality and Gender の第 3集に続き、「地
獄コレクション」の電子化により欧米二大発禁本コレクショ
ンが平易にアクセスできるようになります。
当初 150冊ほどの書物を含んでいた「地獄コレクション」
は押収、寄贈によって規模を拡大しました。また書籍商や
オークションを通して購入する機会も増え、国立図書館が
コレクションを積極的に拡充する姿勢を示すようにもなりま
した。1969年には、社会の道徳観念が変化したことを理由
としてコレクションが閉鎖されますが、再開の要望に応える
形で1983年に再開されます。その後、発行時に発禁処分を
受けたことがコレクションに追加される基準の一つとなりま
したが、コレクション自体は貴重書コレクションの性格を
帯びるようになっています。かつて「地獄コレクション」は
閲覧が厳しく制限され、閲覧するには館長への閲覧申込と
学芸員による諮問委員会の審査をパスしなければなりませ
んでした。
この度電子化されたコレクションは、書籍、手稿、銅版画、
リトグラフ、写真の他、1880年代から1930年代にかけてフ
ランスで一世を風靡した鞭打小説のジャンルの作品も収録
します。16世紀から20世紀までに刊行されたフランス語を
中心に英語、イタリア語、ドイツ語等、欧米諸語の性愛文
献を一望の下に収めるもので、書物史、書誌学の観点から
もその価値は計り知れず、本コレクションの参照なしに性愛
文献の学術研究は成立し得ません。

フランス語文献を中心に、近世から現代
までの性愛文学の古典的作品を収録

収録文献はフランス語文献が8割以上を占め、残りは英語、
イタリア語、ラテン語、ドイツ語等の文献で構成されます。
フランス人作家では、17世紀のニコラ・ショリエ、18世紀
のレチフ・ド・ラ・ブルトンヌ、アンドレア・ド・ネルシア、
マルキ・ド・サド、ミラボー伯爵から、19世紀のミュッセ、
テオフィル・ゴーティエ、20世紀のピエール・ルイス、ア
ポリネール、ジョルジュ・バタイユ、ポーリーヌ・レアージュ、

ジャン・ジュネまで、フランス性愛文学史上の代表的な作
家の作品が収録されています。フランス以外では、イタリア
のピエトロ・アレティーノ、ロレンツォ・ヴィニエロ、イギ
リスのジョン・クレランド、アメリカのヘンリー・ミラー等
の作品が収録されています。同一作品でも様々な版が収録
されているため、版の異同を調べるにも最適なコレクション
です。性愛文学史では出版人（出版社）や批評家の存在も
重要です。マルキ・ド・サドの作品を精力的に出版したジャ
ン -ジャック・ポーヴェール、サドの作品の批評版を刊行し
たモーリス・エーヌ、イギリス出身のパリ在住の出版人で
「世界各地の鞭打ちシリーズ」で多くの鞭打小説を世に送り
出したチャールズ・キャリントン、クレランド『ある遊女の
回想』、ベケット『ワット』、コクトーが序文を寄せた匿名作
品『白い紙』、アメリカ人作家テリー・サザーンがマクスウェ
ル・ケントン名義で発表した『キャンディ』、クリストファー・
ローグがパルミロ・ヴィカリオン伯爵名義で発表した『愛欲』、
ヘンリー・ミラー『薔薇色の十字架』等々、パリにあって英
語・英訳作品を刊行したオリンピア・プレス、上質紙に美し
い活字で印刷された美本を出版し、性愛文学における理想
の書物を追求したイジドール・リジウー、ボードレール『悪
の華』の出版により作者とともに有罪判決を受け、亡命先の
ベルギーで『好色高踏詩集』等の性愛文学の出版を精力的
に行なったオーギュスト・プーレ・マラシ等が手掛けた作品
が本コレクションを彩っています。「地獄コレクション」の
電子化により、これまで特定の作家や時代に限定して注目さ
れてきた性愛文学を近世から現代までの文学史の中に正当
に位置づけることが可能になります。

《シリーズ既刊》
・�Archives of  Sexuality and Gender: LGBTQ History �
and Culture Since 1940, Part I	 �
英米を中心に性的マイノリティの当事者の個人文書、団体
文書、定期刊行物等、約130万ページの資料を収録
・�Archives of  Sexuality and Gender: LGBTQHistory �
and Culture Since 1940, Part II	 �
第1集に続き、個人文書、団体文書、定期刊行物、オー
ラルヒストリー等、約143万ページの資料を収録
・�Archives of Sexuality and Gender: Sex and Sexuality, �
Sixteenth to Twentieth Century	 �
性愛文学、性科学、風俗史等、ルネサンスから20世紀ま
での性に関する文献約5,600巻（約127万ページ）を収録
・�Archives of Sexuality and Gender: International Perspectives �
on LGBTQ  Activism and Culture	 �
南アフリカ、オーストラリアなど、国際的なLGBTQ運動の
広がりと多様性に焦点を当てるコレクション
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データベースの概要
 収録資料：書籍約2,500冊（約 47万ページ）
 原資料所蔵機関：フランス国立図書館（BnF）
 言語：�フランス語、英語、イタリア語、ドイツ語、ラテン語ほか
 年代：�1530年代～2010年代
 解題：�「フランス国立図書館の《地獄》」（フランス国立図書館稀覯書部門名誉司書マリー・フランソワ・キニャール）
 機能：�ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、輝度・コントラスト調整のビューワ機能の他、印刷、PDFファイルのダ

ウンロード、OCR/HTRテキストのダウンロード、書誌自動生成、書誌情報のエクスポート、メール送信、Google ／
Microsoftログインとクラウド連携を実装

詳細検索（検索範囲の指定・掛け合わせ検索・ファジー検索）

一字一句をフルテキスト検索、検索語はハイライト表示

別契約の Gale Digital Scholar Lab では、様々なテキストマイニン
グのツールをご利用になれます。上の例はマルキ・ド・サドの作品を
対象にトピックモデリングの分析結果を表示したもの。

トップページ

文書表示画面

統合検索プラットフォーム Gale Primary Sources では、追加コスト
なしで導入済みの Gale の買切データベースとの横断検索ができます。
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	⿙ �ニコラ・ブロンドー『好色用語辞典』（1885）�
	⿙ �アルフレッド・デルヴォー『近代好色用語辞典』（1864）
	⿙ �アルフレッド・デルヴォー『近代好色用語辞典 改訂版』（1874）
	⿙ �ルイ・ド・ランド『フランス語性愛用語辞典』（1861）

	⿙ �アゴスティーノ・カラッチ『アゴスティーノ・カラッチの『アレ
ティーノ』、あるいはエロティックな体位集成』（1798）
	⿙ �ジュゼッペ-マリア・ロ・デュカ『エロティック美術』（1966）
	⿙ アンドレ・ロート、ジャン・コクトー『寄港地』（1920）

辞典・図録

	⿙ モーリス・セーヴ『男と女の身体の紋章と反紋章』
	⿙ ピエール・ド・ロンサール『ロンサールの戯歌集』（1958）
	⿙ マチュラン・レニエ『諷刺詩集』（全2巻）（1700）
	⿙ �ニコラ・ショリエ『トレトゥムのアロイジア・シガエアによる秘
められた愛と性についてのソタデス流諷刺』（全2 巻）（1660-1670）
	⿙ �ニコラ・ショリエ『トレトゥムのアロイジア・シガエアによる
秘められた愛と性についてのソタデス流諷刺』（イタリア語訳）�
（全2巻）（1779）
	⿙ �ニコラ・ショリエ『ルイーザ・シゲアの対話：ソタデス流諷刺』�
（全4巻）（『トレトゥムのアロイジア・シガエアによる秘められた

愛と性についてのソタデス流諷刺』のアルシド・ボノーによる仏
訳）（1881）
	⿙ �ニコラ・ショリエ『淑女たちの学園』
	⿙ �ニコラ・ショリエ『ルイーザ・シゲアの対話』（全3巻）（『トレトゥ
ムのアロイジア・シガエアによる秘められた愛と性についてのソ
タデス流諷刺』の英訳）（1890）
	⿙ �ジャン・バラン（アベ・デュ・プラ名義）『修道院のウェヌス、
あるいは下着姿の修道女』（1746）
	⿙ ミシェル・ミヨ『娘たちの学校、淑女の哲学』（1959）

フランス（16・17 世紀）

収録文献（例）

	⿙ ジャン-バティスト・ルソー『寸鉄詩集』（1911）
	⿙ �ピエール・ボーシャン『アプリウス王子物語並びに創世記以来
の世界年代記抜粋、1722年に退位させられたペルシア王フサイ
ンの図書館で発見されたペルシア語写本の仏訳』（1728）
	⿙ アレクシス・ピロン『プリアポスへの頌歌』（1903） 
	⿙ アレクシス・ピロン『諧謔作品集』
	⿙ �アレクシス・ピロン『愛と狂気：諷刺詩集』（フランツ・フォン・
バイロスの挿絵）（1910）
	⿙ アレクシス・ピロン『コルドリエ修道院』（1903）
	⿙ アレクシス・ピロン『拾遺詩集』（1779）
	⿙ ヴォルテール『オルレアンの処女』（1775）
	⿙ ヴォルテール『哲学書簡』
	⿙ ヴォルテール『オダリスク』（1796）
	⿙ ヴォルテール『カンディード』（1964）
	⿙ ヴォルテール『故バザン師の生涯と著作集』（1794）

	⿙ �モールパ伯爵ジャン-フレデリック・フェリポー『ルイ14世と
15世の時代の様々な人物に関する俗謡、寸言、諷刺詩集成』�
（全6巻）（1865）
	⿙ �アン -ガブリエル・ムニェ・ド・ケルロン『カルメル会修道院
受付口係の物語』（1774）
	⿙ フジュレ・ド・モンブロン『深紅のソファー』（1748） 
	⿙ フジュレ・ド・モンブロン『修繕屋マルゴ』（1800）
	⿙ �フジュレ・ド・モンブロン『修繕屋マルゴ』（後書モーリス・サイエ）
（1958）
	⿙ シャルル・コッレ『コッレ諧謔歌謡集 新版』
	⿙ シャルル・コッレ『コッレ歌謡全集』（1864）
	⿙ シャルル・コッレ『当世猥褻歌謡集』（1753）
	⿙ �クロード-アンリ・ド・フュゼ・ド・ヴォワスノン『アンリ・ロシュ
氏とコンドル公爵夫人による勤行』（1786）
	⿙ �ピエール・オノレ・ロべ・ド・ボーヴェセット『諧謔作品集』�
（全2巻）（1801）

フランス（18 世紀）

	⿙ �ボッカッチョ『デカメロン』（仏訳アントワーヌ・ル・マッソン）�
（全5巻）（1757-1761）
	⿙ �アントニオ・コツナッツァーノ『諧謔俚諺集』（伊仏対訳）（1884）
	⿙ �アントニオ・コツナッツァーノ『諧謔俚諺集』（伊英対訳）（1888）
	⿙ �ピエトロ・アレティーノ『ラジョメナンティ』（1538）　　
	⿙ �ピエトロ・アレティーノ『ラジョメナンティ』（全2巻）（挿絵ポー
ル・エミール・べカ）（1959）
	⿙ �ピエトロ・アレティーノ『ラジョメナンティ、あるいは対話集』�
（仏訳）（全6巻）（1882）
	⿙ �ピエトロ・アレティーノ『ラジョメナンティ』（英訳）（全6巻）（1889）
	⿙ �ピエトロ・アレティーノ『ラジョメナンティ』（仏訳アルシド・ボ
ノー）（全3巻）（アポリネール序文、ジアマリア・マズチェッリ
のアレティーノ評伝）（1959）
	⿙ �アントニオ・ヴィニャーリ『男根の群』（仏訳）（1882）
	⿙ �ロレンツォ・ヴィニエロ『彷徨える娼婦』（1531）

	⿙ �ロレンツォ・ヴィニエロ『彷徨える娼婦』（伊仏対訳）（1883）
	⿙ �ロレンツォ・ヴィニエロ『ラ・ザフェッタ』
	⿙ �ジャンバティスタ・マリーノ『結婚初夜』（仏訳）（1883）   
	⿙ �アントニオ・ロッコ『少年アルキビアーデ学校へ行く』   
	⿙ �フェランテ・パラヴィッチーノ『娼婦の口説き文句』（1648）
	⿙ �ルドヴィコ・マリア・シニストラリ『デ・ソドミア・トラクタトゥス』
（1879）   
	⿙ �ルドヴィコ・マリア・シニストラリ『ソドミー、とりわけトリバディ
ズムを特徴とする女性のソドミーについて』（1883）
	⿙ �グレゴリオ・レティ『ローマの売春』（仏訳）（1873）
	⿙ �ジョルジオ・バッフォ『詩全集』（仏訳アルシド・ボノー）�
（全4巻）（1884）
	⿙ �ジョルジオ・バッフォ『作品全集』（仏訳A.リボクール）（全3巻）
（1876）

イタリア
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	⿙ �ミシェル-ジャン・スデーヌ『図像と音楽で飾られた聖アントワー
ヌの誘惑』（全3巻）（1781） 
	⿙ �ジャック・ロシェット・ド・ラ・モリエール『教会の栄光、ある
いはB……師の活動』（1748）
	⿙ ドゥニ・ディドロ『哲学断想』（1746）
	⿙ ジャック・ロシェット・ド・ラ・モルリエール『聖職者の誉れ』（1748）
	⿙ �ジェルヴェーズ・ド・ラトゥーシュ『カルトゥジオ会修道院門番
修道士、あるいはサトゥルナンの回想録 新版』（全2巻）（1788）
	⿙ �ジェルヴェーズ・ド・ラトゥーシュ『カルトゥジオ会修道院門番
修道士B・・・師の物語』（1748）
	⿙ �ダンカルヴィル男爵ピエール-フランソワ・ユーグ『12人の皇
帝の私生活の記念碑』（1780）
	⿙ �ダンカルヴィル男爵ピエール-フランソワ・ユーグ『ローマ貴
婦人の秘儀の記念碑』（1784）
	⿙ �エリー-カトリーヌ・フレロン、コルベール・デストゥートヴィル『本
物の快楽、あるいはヴィーナスとアドニスの恋』 
	⿙ ロション・ド・シャバンヌ『パリのカンバス』（1750） 
	⿙ �レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ『アンチ・ジュスティーヌ、あるい
は恋の快楽』（1798） 
	⿙ �レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ『ムッシュー・ニコラ、あるいは暴
かれた人間の心』（全6巻）（ジャン-ジャック・ポーヴェール版）
（1959）
	⿙ レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ『エロティック作品全集』（1953）
	⿙ �レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ『アンジェニュ・サクサンクール』（ジャ
ン-ジャック・ポ－ヴェール版）（1960）
	⿙ �アンドレア・ド・ネルシア『フェリシア、あるいは私の愚行録』�
（全4巻）（1776）
	⿙ アンドレア・ド・ネルシア『肉体の悪魔』（全6巻）（1806）
	⿙ �アンドレア・ド・ネルシア『アフロディテの信徒たち、あるい
は快楽の歴史のためのタレイア= プリアポス風断章』（全2巻）
（1793）
	⿙ �アンドレア・ド・ネルシア『モンローズ、あるいは宿命のリベル
タン』（1792）
	⿙ �アンドレア・ド・ネルシア『我が修業時代、あるいはロロットの
喜び』
	⿙ �アンドレア・ド・ネルシア『新しい物語集』（プーレ-マラシの評伝・
書誌解題）
	⿙ �マルキ・ド・サド『アリーヌとヴァルクール、あるいは哲学小説』
（全4巻）（1795）
	⿙ �マルキ・ド・サド『アリーヌとヴァルクール、あるいは哲学小説』
（全4巻）（1883）
	⿙ �マルキ・ド・サド『新ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』�
（全10巻）（1797）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』（全2巻）
（1791）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』（第3版）
（全4巻）（1801）
	⿙ �マルキ・ド・サド『新ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』�
（全4巻）（ジャン-ジャック・ポーヴェール版）（1953）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』（序文ジョ
ルジュ・バタイユ）（ジャン-ジャック・ポーヴェール版）（1955）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュスティーヌ、あるいは美徳の不幸』�
（英訳ピエラレッサンドロ・カサヴィーニ（オーストリン・ウェイ
ンハウス））（1953）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュスティーヌ、美徳の不幸』（英訳ハリエッ
ト・ソーマーズ）（1953）
	⿙ モーリス・エーヌ『『新ジュスティーヌ』のための111の覚書』（1956）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュリエット物語、あるいは悪徳の栄え』�
（全6巻）（1797）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュリエット物語、あるいは悪徳の栄え』�
（独訳）（1892）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ジュリエット物語、あるいは悪徳の栄え』�
（全4巻）（英訳ピエラレッサンドロ・カサヴィーニ（オーストリン・
ウェインハウス））（1958-1960）
	⿙ マルキ・ド・サド『閨房哲学』（全2巻）（1795）

	⿙ �マルキ・ド・サド『閨房哲学』（英訳ピエラレッサンドロ・カサヴィー
ニ（オーストリン・ウェインハウス））（1953）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ソドム百二十日、あるいは淫蕩学校』（オリ
ジナル草稿に基づく初の出版）（注釈オイゲン・デューレン博士）
（1904）
	⿙ �マルキ・ド・サド『ソドム百二十日』（全2巻）（モーリス・エー
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